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このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。
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ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

２月号
No.155

（左から）

　おさない　こ と なさん（６さい）
　た ま だ　ゆ づ きさん（６さい）
　た む ら　ゆ　　うくん（６さい）
　す ず き　あ い るさん（６さい）
　かなざわ　ま　　なさん（６さい）

みよし保育園のなかよしたち

「心の鬼をやっつけよう」
2018
No.155２月号

千畳敷　氷のカーテン
　ＪＲ千畳敷駅近くの岩肌に、青白く輝く氷

のカーテンが出来上がりました。訪れた観光

客らはその氷の大きさに圧倒されていました。

〇
沖
縄
県
那
覇
市 

宮
良　
　

郁
　様

〇
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

ノ　

ビ　

ィ
　様

〇
東
京
都
江
戸
川
区 

ｋ
ｕ
ｒ
ａ
　様

〇
宮
城
県
登
米
市 

渡
邊　

誠
悦
　様

〇
神
奈
川
県
横
浜
市 

タ
カ
ハ
シ
　様

〇
東
京
都
港
区 

ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
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ｇ
ｉ
　様

〇
神
奈
川
県
川
崎
市 

島
元　
　

宏
　様

〇
東
京
都
中
野
区 

福
田　

義
明
　様

〇
東
京
都
足
立
区 

小
田
桐
秀
城
　様

〇
東
京
都
北
区 

杉
田　
　

実
　様

〇
東
京
都
豊
島
区 

浅
川　

秀
樹
　様

〇
神
奈
川
県
川
崎
市 

上
條　
　

晃
　様

〇
東
京
都
目
黒
区 

荒
木　

弘
志
　様

〇
東
京
都
文
京
区 

宇
田　

雅
子
　様

〇
東
京
都
中
野
区 

野
守　

美
子
　様

〇
東
京
都
目
黒
区 

菅
野　

陽
子
　様

〇
岩
手
県
盛
岡
市 

朝
倉　

章
子
　様

〇
千
葉
県
船
橋
市 

浜
谷　
　

武
　様

〇
東
京
都
葛
飾
区 

山
田　

清
文
　様

〇
兵
庫
県
西
宮
市 

福
沢　

常
夫
　様

〇
栃
木
県
宇
都
宮
市 

小
池　

俊
光
　様

〇
茨
城
県
水
戸
市 

田
辺　

智
之
　様

〇
千
葉
県
船
橋
市 

塩
谷　

貴
治
　様

　
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
寄
附
者
の
紹
介
＊

　
　
　
　
　
　
（
１
月
19
日
ま
で
入
金
分
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附

を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
愛
知
県
豊
田
市 

吉
田　

博
樹
　様

〇
東
京
都
葛
飾
区 

兼
平　

彰
徳
　様

〇
青
森
県
弘
前
市 

奈
良　
　

譲
　様

〇
佐
賀
県
佐
賀
市 

岡　
　

正
幸
　様

〇
埼
玉
県
越
谷
市 

の　
　
　

ん
　様

〇
静
岡
県
浜
松
市 

野
呂　

裕
己
　様

〇
東
京
都
板
橋
区 

村
上　

伸
一
　様

こんなに

元気です！

（　　　）
兼平　里空ちゃん
　父　弘　昭さん　　　　
　母　美　里さん　田野沢

り あ

★このコーナーでは、１歳を迎えた
　チビッコ達をご紹介します★
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災
害
や
火
災
等
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
深
浦
町
消
防

団
の
出
初
式
が
１
月
５
日
、
町
民
体
育
館
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
が
観
閲
す
る
中
、
約
２
５
０
人
の

団
員
は
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
及

び
分
列
行
進
を
披
露
。
消
防
団
員
と
し
て
の

自
覚
と
規
律
を
胸
に
刻
み
、
技
術
の
練
磨
に

よ
る
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

士
気
盛
ん
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
長
年
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
優

良
団
員
な
ど
を
表
彰
。
角
谷
喜
春
消
防
団
長

が
「
災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
り
、
安
全
・

安
心
な
深
浦
町
の
実
現
を
目
指
し
技
術
の
練

磨
に
励
も
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
歴
25
年
以
上
で
県

知
事
表
彰
を
受
章
し
た
本
部
分
団
長
の
藤
田

光
一
さ
ん
が
「
あ
ず
ま
し
い
安
全
な
町
づ
く

り
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
住
宅
な
ど
７
棟
が
焼
け
る
火
災
や

風
水
害
な
ど
が
発
生
し
、
消
防
団
の
有
益
性

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
消
防
団
活
動
の
重
要

性
が
高
ま
る
中
、
団
員
は
『
災
害
の
な
い
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
に
向

け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

優
良
団
員
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
で
消
防
庁
長
官
表
彰
を

受
章

　
副
団
長　
　
本
部　
　
　
　
野
呂　
克
教

・
消
防
歴
25
年
以
上
で
青
森
県
知
事
表
彰
を

受
章

　
分
団
長　
　
本
部　
　
　
　
藤
田　
光
一 

　
分
団
長　
　
本
部　
　
　
　
佐
藤　
靖
子

　
分
団
長　
　
第
11
分
団　
　
五
十
嵐　
昇

　
副
分
団
長　
第
６
分
団　
　
成
田　
幸
喜

　
部
長　
　
　
第
24
分
団　
　
竹
内  　
玄

　
団
員　
　
　
第
10
分
団　
　
加
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健
一

・
消
防
歴
20
年
以
上
で
班
長
以
上

　
分
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長　
　
第
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分
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白
川　
信
治

　
班
長　
　
　
第
３
分
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杉
田　
英
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班
長　
　
　
第
６
分
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西
崎　
裕
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班
長　
　
　
第
16
分
団　
　
岩
谷　
隆
徳

　
班
長　
　
　
第
18
分
団　
　
鶴
田　
鉄
人

優
良
団
員
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
消
防
歴
５
年
以
上

　
班　
長　
　
第
19
分
団　
　
佐
藤　
健
吾

　
団
員　
　
　
本
部　
　
　
　
山
本
美
奈
子

　
団
員　
　
　
本
部　
　
　
　
成
田　
清
子

　
団
員　
　
　
本
部　
　
　
　
前
田　
千
鶴

　
団
員　
　
　
本
部　
　
　
　
永
谷
み
ど
り

　
団
員　
　
　
第
１
分
団　
　
岸
本　
光
生

　
団
員　
　
　
第
２
分
団　
　
小
山
内
聖
弥 

　
団
員　
　
　
第
４
分
団　
　
玉
田　
辰
幸

　
団
員　
　
　
第
５
分
団　
　
西
崎　
祥
平

　
団
員　
　
　
第
９
分
団　
　
西
沢　
哲
快

　
団
員　
　
　
第
12
分
団　
　
牧
野　
祥
侑

　
団
員　
　
　
第
15
分
団　
　
大
船　
一
樹

　
団
員　
　
　
第
17
分
団　
　
吉
田　
英
貴

　
団
員　
　
　
第
20
分
団　
　
佐
藤　
直
光

　
団
員　
　
　
第
20
分
団　
　
堀
内　
俊
二

内
助
の
功
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
分
団
長
以
上
で
夫
婦
と

し
て
受
章
し
た
方

　
分
団
長　
第
９
分
団三

浦　
　
佐
・
美
加
子

　
分
団
長　
第
19
分
団菅

原　
昭
夫
・
美
恵
子

　
分
団
長　
第
24
分
団

砂
子
田
恵
次
郎
・
ひ
と
み

無
火
災
分
団
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
５
年
以
上
管
轄
区
域
が
無
火
災
の
分
団

　
第
５
分
団
（
横
磯
）
、
第
12
分
団
（
関
）

　
一
家
三
代
消
防
団
員
表
彰

　
第
17
分
団　
団
員　
　
　
　
小
枝　
俊
介

　
　
父　
　
元
団
員　
　
　
小
枝　
裕
幸

　
　
祖
父　
元
団
員　
　
　
小
枝　
博
幸

　
第
21
分
団　
団
員　
　
　
　
秋
穂　
　
健

　
　
父　
　
元
団
員　
　
　
秋
穂　
　
正

　
　
祖
父　
元
団
員　
　
　
秋
穂　
閑
悦

　
最
優
秀
中
隊
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
出
初
式
最
優
秀
中
隊

　
深
浦
町
消
防
団　
第
１
中
隊

深
浦
町
消
防
団
出
初
式
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１
月
23
日
、
深
浦
町
と
今
別
町
で
サ
ー
モ

ン
養
殖
試
験
を
進
め
て
い
る
日
本
サ
ー
モ
ン

フ
ァ
ー
ム
㈱
と
深
浦
町
共
催
に
よ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
役
場
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

関
係
自
治
体
の
首
長
や
漁
業
関
係
者
ら
約
１

６
０
人
が
出
席
し
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
に
よ
る

地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
初
に
、
水
産
庁
増
殖
推

進
部
前
栽
培
養
殖
課
長
の
伊
佐
広
己
さ
ん
が

「
日
本
に
お
け
る
サ
ー
モ
ン
養
殖
の
現
状
と

展
望
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

伊
佐
さ
ん
は
世
界
の
サ
ケ
・
マ
ス
類
漁

業
・
養
殖
生
産
量
の
推
移
に
つ
い
て
、
漁
業

生
産
量
は
頭
打
ち
で
あ
る
が
、
養
殖
生
産
量

は
80
年
代
か
ら
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
と
チ
リ
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い

る
と
説
明
。
日
本
国
内
で
は
ギ
ン
ザ
ケ
の
養

殖
が
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
各
地

の
「
ご
当
地
サ
ー
モ
ン
」
は
養
殖
規
模
が
小

さ
く
、
国
内
の
需
要
に
対
応
で
き
て
い
な
い

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
で
の
サ
ー
モ
ン
需
要
は

10
万
ト
ン
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
養
殖

に
お
け
る
技
術
的
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
産
サ
ー
モ
ン
が
輸
入
品
に
と
っ

て
代
わ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
（
株
）
オ
カ
ム
ラ
食
品
工
業
代

表
取
締
役
社
長
の
岡
村
恒
一
さ
ん
が
「
国
際

的
な
サ
ー
モ
ン
市
場
の
動
向
と
北
日
本
に
お

け
る
サ
ー
モ
ン
養
殖
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

と
題
し
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ー
モ

ン
養
殖
に
携
わ
る
世
界
の
企
業
の
中
に
は
、

１
社
で
10
万
ト
ン
以
上
生
産
す
る
企
業
が
あ

る
こ
と
を
紹
介
。
産
業
と
し
て
確
立
し
て
い

く
た
め
に
は
、
万
ト
ン
単
位
で
の
生
産
が
必

要
と
語
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
海
面
養
殖
試
験
の
経
過
に
つ
い
て

も
触
れ
、
深
浦
港
に
お
け
る
海
面
養
殖
試
験

で
は
へ
い
死
率
が
１
％
未
満
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
世
界
に
匹
敵
す
る
成
績
を
収
め
て
い

る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
眼
卵
か
ら
中
間
魚
育
成
ま
で
自

社
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
い
魚
悪
い
魚

を
選
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
の
高
い
サ

ー
モ
ン
を
養
殖
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
優
位

性
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
日
本
サ
ー
モ

ン
フ
ァ
ー
ム
（
株
）
取
締
役
の
野
呂
英
樹
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
サ
ー
モ
ン
養

殖
事
業
を
地
域
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
」
と
題
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
水
産
庁
増
殖
推
進
部
前
栽

培
養
殖
課
長
の
伊
佐
広
己
さ
ん
、
（
株
）
オ

カ
ム
ラ
食
品
工
業
代
表
取
締
役
社
長
の
岡
村

恒
一
さ
ん
、
北
彩
漁
業
生
産
組
合
組
合
長
の

濱
田
勇
一
郎
さ
ん
、
そ
し
て
、
日
本
サ
ー
モ

ン
フ
ァ
ー
ム
㈱
取
締
役
専
務
の
堀
内
精
二
さ

ん
の
４
名
。

　
濱
田
さ
ん
は
む
つ
市
に
お
い
て
海
峡
サ
ー

モ
ン
を
手
掛
け
て
い
る
経
験
か
ら
「
サ
ー
モ

ン
の
関
心
度
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
青
森
県
は
ニ
ジ
マ
ス
に
と
っ
て
と
て
も

い
い
環
境
で
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

堀
内
さ
ん
は
「
事
業
を
展
開
し
て
い
く
に
は

企
業
や
漁
協
、
自
治
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
。

実
際
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
関
係
漁
協
だ

け
で
な
く
、
近
隣
漁
協
に
も
理
解
い
た
だ
き

浜
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
必
要
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
岡
村
社
長
は
「
来

場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
期
待
感
を
非
常
に

感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
」
と
話
し
、

こ
れ
か
ら
の
発
展
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

コーディネーター
日本サーモンファーム㈱
取締役　野呂英樹　氏

水産庁増殖推進部
前栽培養殖課長
伊佐広己　氏

㈱オカムラ食品工業
代表取締役社長
岡村恒一　氏

北彩漁業生産組合
組合長

濱田勇一郎　氏

日本サーモンファーム㈱
取締役専務
堀内精二　氏

サーモン養殖に　期待高まる

サーモンフォーラム2018

パネルディスカッション
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日
、
深
浦
町
と
今
別
町
で
サ
ー
モ

ン
養
殖
試
験
を
進
め
て
い
る
日
本
サ
ー
モ
ン

フ
ァ
ー
ム
㈱
と
深
浦
町
共
催
に
よ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
役
場
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

関
係
自
治
体
の
首
長
や
漁
業
関
係
者
ら
約
１

６
０
人
が
出
席
し
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
に
よ
る

地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
初
に
、
水
産
庁
増
殖
推

進
部
前
栽
培
養
殖
課
長
の
伊
佐
広
己
さ
ん
が

「
日
本
に
お
け
る
サ
ー
モ
ン
養
殖
の
現
状
と

展
望
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

伊
佐
さ
ん
は
世
界
の
サ
ケ
・
マ
ス
類
漁

業
・
養
殖
生
産
量
の
推
移
に
つ
い
て
、
漁
業

生
産
量
は
頭
打
ち
で
あ
る
が
、
養
殖
生
産
量

は
80
年
代
か
ら
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
と
チ
リ
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い

る
と
説
明
。
日
本
国
内
で
は
ギ
ン
ザ
ケ
の
養

殖
が
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
各
地

の
「
ご
当
地
サ
ー
モ
ン
」
は
養
殖
規
模
が
小

さ
く
、
国
内
の
需
要
に
対
応
で
き
て
い
な
い

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
国
内
で
の
サ
ー
モ
ン
需
要
は

10
万
ト
ン
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
養
殖

に
お
け
る
技
術
的
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
産
サ
ー
モ
ン
が
輸
入
品
に
と
っ

て
代
わ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
（
株
）
オ
カ
ム
ラ
食
品
工
業
代

表
取
締
役
社
長
の
岡
村
恒
一
さ
ん
が
「
国
際

的
な
サ
ー
モ
ン
市
場
の
動
向
と
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日
本
に
お

け
る
サ
ー
モ
ン
養
殖
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

と
題
し
情
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提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ー
モ

ン
養
殖
に
携
わ
る
世
界
の
企
業
の
中
に
は
、

１
社
で
10
万
ト
ン
以
上
生
産
す
る
企
業
が
あ

る
こ
と
を
紹
介
。
産
業
と
し
て
確
立
し
て
い

く
た
め
に
は
、
万
ト
ン
単
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で
の
生
産
が
必

要
と
語
り
ま
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た
。

　
現
在
の
海
面
養
殖
試
験
の
経
過
に
つ
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て

も
触
れ
、
深
浦
港
に
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け
る
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面
養
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で
は
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い
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率
が
１
％
未
満
と
、
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パ
な
ど
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に
匹
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す
る
成
績
を
収
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て
い

る
と
報
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が
あ
り
ま
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た
。

　
ま
た
、
発
眼
卵
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ら
中
間
魚
育
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ま
で
自

社
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
い
魚
悪
い
魚

を
選
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
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質
の
高
い
サ

ー
モ
ン
を
養
殖
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
優
位

性
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
日
本
サ
ー
モ

ン
フ
ァ
ー
ム
（
株
）
取
締
役
の
野
呂
英
樹
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
サ
ー
モ
ン
養

殖
事
業
を
地
域
発
展
に
つ
な
げ
て
い
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た
め

に
」
と
題
し
パ
ネ
ル
デ
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カ
ッ
シ
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ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
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ス
ト
は
水
産
庁
増
殖
推
進
部
前
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培
養
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課
長
の
伊
佐
広
己
さ
ん
、
（
株
）
オ

カ
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ラ
食
品
工
業
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表
取
締
役
社
長
の
岡
村

恒
一
さ
ん
、
北
彩
漁
業
生
産
組
合
組
合
長
の

濱
田
勇
一
郎
さ
ん
、
そ
し
て
、
日
本
サ
ー
モ

ン
フ
ァ
ー
ム
㈱
取
締
役
専
務
の
堀
内
精
二
さ

ん
の
４
名
。

　
濱
田
さ
ん
は
む
つ
市
に
お
い
て
海
峡
サ
ー

モ
ン
を
手
掛
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て
い
る
経
験
か
ら
「
サ
ー
モ

ン
の
関
心
度
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
青
森
県
は
ニ
ジ
マ
ス
に
と
っ
て
と
て
も

い
い
環
境
で
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

堀
内
さ
ん
は
「
事
業
を
展
開
し
て
い
く
に
は

企
業
や
漁
協
、
自
治
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
。

実
際
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
関
係
漁
協
だ

け
で
な
く
、
近
隣
漁
協
に
も
理
解
い
た
だ
き

浜
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
必
要
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
岡
村
社
長
は
「
来

場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
期
待
感
を
非
常
に

感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
」
と
話
し
、

こ
れ
か
ら
の
発
展
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
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第
10
回
「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　
深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を

育
む
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
小
中
学
校
を
対

象
と
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
１
６
３
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作

品
は
、
２
月
28
日
（
水
）
ま
で
深
浦
町
美
術

館
で
展
示
し
ま
す
。
展
示
期
間
中
の
町
民
の

入
館
料
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
家
族
で
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

優
秀
賞　
　
五
十
嵐
璃
空
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
吉
田　
百
花
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
斉
藤　
羽
奏
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
岸
本　
菜
月
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
今　
　
明
梨
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
村
山　
万
智
（
い
わ
さ
き
小
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
平
岡
瑠
希
奈
（
深
浦
小
）

優
秀
賞　
　
舘
口　
　
凜
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
長
谷
川　
快
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
西
﨑　
栞
望
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
加
藤　
結
衣
（
修
道
小
）

第
10
回
「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

入
賞　
　
　
櫻
庭　
希
良
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
江
村　
日
瑚
（
深
浦
小
）

■
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
大
船　
光
琉
（
修
道
小
）　

優
秀
賞　
　
岸
本　
楓
華
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
吉
井　
結
愛
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
西
巻
煌
太
郎
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
沖
見　
宗
祐
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
大
谷　
百
華
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
吉
田　
有
沙
（
深
浦
小
）

■
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
加
藤　
大
成
（
修
道
小
）　

優
秀
賞　
　
長
谷
川
姫
花
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
高
橋　
神
希
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
新
岡
正
重
郎
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
猿
田　
莉
生
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
工
藤　
芽
依
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
小
山
内
蒼
空
（
深
浦
小
）

■
６
年
生
の
部　

最
優
秀
賞　
山
﨑　
　
咲
（
修
道
小
）　

優
秀
賞　
　
大
船　
海
麻
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
兼
平　
　
杏
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
山
﨑
雅
来
都
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
粟
谷　
　
旭
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
石
沢　
悠
乃
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
小
野　
頼
輝
（
深
浦
小
）

　

中
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
安
田　
楓
南
（
大
戸
瀬
中
）　

優
秀
賞　
　
小
野
奈
々
子
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
藤
田　
妃
那
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
山
下　
佳
音
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
西
崎　
佳
那
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
川
幡　
大
輝
（
岩
崎
中
）

入
賞　
　
　
藤
原　
優
海
（
岩
崎
中
）

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
木
村　
旭
陽
（
深
浦
中
）

優
秀
賞　
　
青
木
く
ら
ら
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
堀
内　
優
作
（
岩
崎
中
）

入
賞　
　
　
菊
池　
紫
月
（
岩
崎
中
）

入
賞　
　
　
古
川　
大
夢
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
脇
川　
瑠
奈
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
伊
藤　
野
愛
（
大
戸
瀬
中
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
川
幡
真
柚
子
（
岩
崎
中
）　

優
秀
賞　
　
岩
森　
新
一
（
岩
崎
中
）

入
賞　
　
　
森
山
恵
美
香
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
草
譯　
光
月
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
伊
東　
蒼
生
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
伊
東　
優
樹
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
兼
平　
　
暖
（
大
戸
瀬
中
）

　

小
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
大
川　
智
生
（
修
道
小
）

優
秀
賞　
　
山
根　
悠
雅
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
岩
本　
結
愛
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
田
中　
歩
夢
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
加
藤　
快
和
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
寺
山　
琉
唯
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
奈
良
歩
海
菜
（
深
浦
小
）

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
西
沢　
心
結
（
深
浦
小
）

作品への思い　普通の階段と鏡の中の階段
を描いて、不思議な空間を作るようにしま
した。

最
優
秀
賞

川
幡
真
柚
子
（
岩
崎
中
）

　
「
い
つ
も
の
階
段
」

作品への思い　この花は水を燃料に宇宙ま
で飛んでいくことができます。

最
優
秀
賞

大
船
　
光
琉
（
修
道
小
）

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
水
花
」

作品への思い　エメラルドとダイヤをドラ
ゴンが落としているのがお気に入りです。

最
優
秀
賞

大
川
　
智
生
（
修
道
小
）

　
「
宝
石
を
落
と
す
ド
ラ
ゴ
ン
」

最
優
秀
賞
　

西
沢
　
心
結
（
深
浦
小
）

　
「
ぜ
ん
ぶ
食
べ
て
や
る
」

作
品
へ
の
思
い
　
家
族
で
旅
行
し
た
時
に
食
べ
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
フ
ェ
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

の
で
版
画
に
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　

平
岡
瑠
希
奈
（
深
浦
小
）

　
「
家
の
デ
ブ
ね
こ
」

作
品
へ
の
思
い
　
す
ご
く
甘
え
て
く
る
子
ね

こ
だ
け
ど
、
デ
ブ
な
か
わ
い
い
ね
こ
で
す
。

最
優
秀
賞
　

加
藤
　
大
成
（
修
道
小
）

　
「
か
ご
あ
み
漁
」

作
品
へ
の
思
い
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
か
ご
に
つ
い

た
海
草
を
取
っ
た
り
、
引
っ
張
っ
た
り
し
て
い
る

様
子
を
描
き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　

山
﨑
　
　
咲
（
修
道
小
）

　
「
函
館
の
教
会
」

作
品
へ
の
思
い
　
と
修
学
旅
行
の
自
主
見
学

で
心
に
残
っ
た
教
会
を
絵
に
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　

安
田
　
楓
南
（
大
戸
瀬
中
）

　
「
ポ
ス
タ
ー
」

作
品
へ
の
思
い
　
色
合
い
を
似
せ
て
、
楽
し
い
時

間
が
終
わ
っ
た
後
の
静
か
で
淋
し
い
感
じ
を
表
し

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　

木
村
　
旭
陽
（
深
浦
中
）

　
「
岩
木
山
神
社
」

作
品
へ
の
思
い
　
家
族
で
行
っ
た
際
、
天
気
が
良

く
、
岩
木
山
が
き
れ
い
に
見
え
た
の
で
明
る
く
描

き
ま
し
た
。
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第
10
回
「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　
深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
小
中
学
校
を

対
象
と
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
１
６
３
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作

品
は
、
２
月
28
日
（
水
）
ま
で
深
浦
町
美
術

館
で
展
示
し
ま
す
。
展
示
期
間
中
の
町
民
の

入
館
料
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
家
族
で
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

入
賞　
　
　
吉
田　
百
花
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
斉
藤　
羽
奏
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
岸
本　
菜
月
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
今　
　
明
梨
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
村
山　
万
智
（
い
わ
さ
き
小
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
平
岡
瑠
希
奈
（
深
浦
小
）

優
秀
賞　
　
舘
口　
　
凜
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
長
谷
川　
快
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
西
﨑　
栞
望
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
加
藤　
結
衣
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
櫻
庭　
希
良
（
修
道
小
）

第
10
回
「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

入
賞　
　
　
江
村　
日
瑚
（
深
浦
小
）

■
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
大
船　
光
琉
（
修
道
小
）　

優
秀
賞　
　
岸
本　
楓
華
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
吉
井　
結
愛
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
西
巻
煌
太
郎
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
沖
見　
宗
祐
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
大
谷　
百
華
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
吉
田　
有
沙
（
深
浦
小
）

■
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
加
藤　
大
成
（
修
道
小
）　

優
秀
賞　
　
長
谷
川
姫
花
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
高
橋　
神
希
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
新
岡
正
重
郎
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
猿
田　
莉
生
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
工
藤　
芽
依
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
小
山
内
蒼
空
（
深
浦
小
）

■
６
年
生
の
部　

最
優
秀
賞　
山
﨑　
　
咲
（
修
道
小
）　

優
秀
賞　
　
大
船　
海
麻
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
兼
平　
　
杏
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
山
﨑
雅
来
都
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
粟
谷　
　
旭
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
石
沢　
悠
乃
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
小
野　
頼
輝
（
深
浦
小
）

　

中
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
安
田　
楓
南
（
大
戸
瀬
中
）　

優
秀
賞　
　
小
野
奈
々
子
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
藤
田　
妃
那
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
山
下　
佳
音
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
西
崎　
佳
那
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
川
幡　
大
輝
（
岩
崎
中
）

入
賞　
　
　
藤
原　
優
海
（
岩
崎
中
）

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
木
村　
旭
陽
（
深
浦
中
）

優
秀
賞　
　
青
木
く
ら
ら
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
堀
内　
優
作
（
岩
崎
中
）

入
賞　
　
　
菊
池　
紫
月
（
岩
崎
中
）

入
賞　
　
　
古
川　
大
夢
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
脇
川　
瑠
奈
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
伊
藤　
野
愛
（
大
戸
瀬
中
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
川
幡
真
柚
子
（
岩
崎
中
）　

優
秀
賞　
　
岩
森　
新
一
（
岩
崎
中
）

入
賞　
　
　
森
山
恵
美
香
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
草
譯　
光
月
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
伊
東　
蒼
生
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
伊
東　
優
樹
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
兼
平　
　
暖
（
大
戸
瀬
中
）

　

小
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
大
川　
智
生
（
修
道
小
）

優
秀
賞　
　
山
根　
悠
雅
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
岩
本　
結
愛
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
田
中　
歩
夢
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
加
藤　
快
和
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
寺
山　
琉
唯
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
奈
良
歩
海
菜
（
深
浦
小
）

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
西
沢　
心
結
（
深
浦
小
）

優
秀
賞　
　
五
十
嵐
璃
空
（
修
道
小
）

作品への思い　普通の階段と鏡の中の階段
を描いて、不思議な空間を作るようにしま
した。

最
優
秀
賞

川
幡
真
柚
子
（
岩
崎
中
）

　
「
い
つ
も
の
階
段
」

作品への思い　この花は水を燃料に宇宙ま
で飛んでいくことができます。

最
優
秀
賞

大
船
　
光
琉
（
修
道
小
）

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
水
花
」

作品への思い　エメラルドとダイヤをドラ
ゴンが落としているのがお気に入りです。

最
優
秀
賞

大
川
　
智
生
（
修
道
小
）

　
「
宝
石
を
落
と
す
ド
ラ
ゴ
ン
」

最
優
秀
賞
　

西
沢
　
心
結
（
深
浦
小
）

　
「
ぜ
ん
ぶ
食
べ
て
や
る
」

作
品
へ
の
思
い
　
家
族
で
旅
行
し
た
時
に
食
べ
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
フ
ェ
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

の
で
版
画
に
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　

平
岡
瑠
希
奈
（
深
浦
小
）

　
「
家
の
デ
ブ
ね
こ
」

作
品
へ
の
思
い
　
す
ご
く
甘
え
て
く
る
子
ね

こ
だ
け
ど
、
デ
ブ
な
か
わ
い
い
ね
こ
で
す
。

最
優
秀
賞
　

加
藤
　
大
成
（
修
道
小
）

　
「
か
ご
あ
み
漁
」

作
品
へ
の
思
い
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
か
ご
に
つ
い

た
海
草
を
取
っ
た
り
、
引
っ
張
っ
た
り
し
て
い
る

様
子
を
描
き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　

山
﨑
　
　
咲
（
修
道
小
）

　
「
函
館
の
教
会
」

作
品
へ
の
思
い
　
と
修
学
旅
行
の
自
主
見
学

で
心
に
残
っ
た
教
会
を
絵
に
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　

安
田
　
楓
南
（
大
戸
瀬
中
）

　
「
ポ
ス
タ
ー
」

作
品
へ
の
思
い
　
色
合
い
を
似
せ
て
、
楽
し
い
時

間
が
終
わ
っ
た
後
の
静
か
で
淋
し
い
感
じ
を
表
し

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　

木
村
　
旭
陽
（
深
浦
中
）

　
「
岩
木
山
神
社
」

作
品
へ
の
思
い
　
家
族
で
行
っ
た
際
、
天
気
が
良

く
、
岩
木
山
が
き
れ
い
に
見
え
た
の
で
明
る
く
描

き
ま
し
た
。



　新春を祝い新年の抱負を語り合う、「新春町民放談の集
い」が町民文化ホールで開催され、出席した約130名の町
民が親睦を深めました。
　吉田町長が「町の明るい未来を切り開くため、皆さんの
協力をいただきながら全力を尽くしたい」と、あいさつし
ました。引き続き、新深浦町漁業協同組合参事の福田博明
さんが「浜に活気を!つがる日本海お魚大漁まつり」と題
し、市町村の垣根を越えて開催したお魚大漁まつりの成果
や今後の展望について新春の提言を発表。「想定外の来客
を目の当たりにし、すべての漁業者が漁業の可能性を感じ
ることができた」と話し、今後も開催していきたいと抱負
を語りました。

　弘前大学と町が連携し産業振興、地域活性化につな
がる取組みを展開する「弘前大学深浦エコサテライト
キャンパス」が主催する公開講座が町民文化ホールで
開催されました。
　今年度３回目となる今回の講座は、「青森県の観光
振興と地域活性化」と題し、弘前大学に通う学生が深
浦駅周辺を散策し、学生たちが行きたくなるようなプ
ランをまとめ、その成果を報告しました。10名の学生
が３つのグループに分かれ、青春やリラックスをテー
マに発表。ＡＲ技術を活用したマップを用いて学生の
視点から見た町の魅力を紹介していました。
　発表した弘前大学４年の岩森真美さんは「散策する
ことで、新しい発見があり深浦町が好きになりまし
た」と話していました。

提言する福田参事

発表する学生ら

　教育委員会主催の歩くスキーとトレッキング体験が

開催され、26名の参加者が冬の十二湖を満喫しました。

　スキーは約４ｋｍ、トレッキング約３ｋｍのコース

に分かれ、ガイドを受けながら散策。例年より積雪が

少なく、スキーやかんじきを担いで歩く場面がありま

したが、少し森に入ると雪が深くなり、スノーアクテ

ィビティを満喫しました。２回目の参加という勢州谷

多喜子さん（正久）は「雪の上を滑り楽しかった。ま

た参加したい」と大満足のようでした。 ブナ林を滑り歩く参加者
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新年の抱負を語りあう

冬ならではの十二湖を満喫
１／
20

学生が感じる深浦の魅力12
１／

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

12／
25

12／
28

１／
４ まちか

ど

　崎の町出身で鰺ヶ沢町在住の森山嘉蔵さん（90）が「村から

里から『子等や母校』が消えていく」という著書を出版しまし

た。

　本書はまだ学校制度が整備されていない明治初期から現在ま

での西津軽郡の小中学校の沿革や、教育界のニュースや歴代校

長、児童生徒数などが年度ごとに記されているとても貴重な資

料となっています。執筆は平成14年から取りかかり、長男の和

康さん（61）の手助けもあり、B５判702ページも及ぶ大編が

15年の年月を経て、刊行にたどり着きました。

　森山先生は「地元の人にぜひご覧いただきたい」話していました。太宰の宿ふかうら文学館で閲覧できますので、

ぜひご覧ください。

森山さん（右）と坂本教育長

町に著書を寄贈

川村悦雄さん（中央）

　平成29年度「援護事業功労者厚生労働大臣表彰」の受賞

者が発表され、川村悦雄さん（追良瀬）が受賞しました。

　この表彰は、多年にわたり戦傷病者、戦没者遺族、引揚者

等の援護事業に携わった方に贈られるものです。川村さんは

昭和61年から深浦町遺族会地区評議員を務めており、平成

10年からは深浦町遺族会会長として活躍されており、その

功績が認められたものです。

　役場で行われた伝達式では、吉田町長から川村さんに表彰状が手渡されました。

厚生労働大臣表彰受賞
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■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/
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「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。

◆診療時間が変更になる場合がありますので
　電話等で確認してください



　新春を祝い新年の抱負を語り合う、「新春町民放談の集
い」が町民文化ホールで開催され、出席した約130名の町
民が親睦を深めました。
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　　町と群馬県上野村が「互産互消」をテーマに取り組
む、食を通じた地域間交流事業「上野村猪豚と深浦町お
宝魚の食コラボフェア」がアオーネ白神十二湖レストラ
ンアカショウビンで開催されました。
　２回目の開催となる今回のフェアでは、上野村産猪豚
をメーンに、シイタケや十石みそと深浦牛やふかうら雪
人参などがコラボしたシェフ渾身の創作メニュー30品を
用意。参加した吉田節子さん（黒崎）は「しゃぶしゃぶ
も角煮も全部おいしかった。サイコーです」と話し、参
加者は美味しい猪豚料理に舌鼓を打っていました。 コラボ料理に手を伸ばす参加者

　「第29回青森県水産賞」表彰式が県民福祉プラザ(青

森市)で開催され、西﨑義三さん（舮作）が青森県水産

賞を受賞しました。この賞は青森県信用漁業協同組合

連合会代表理事会長として指導的役割を果たしたほか、

新深浦町漁業協同組合代表理事組合長として、長年に

わたり地元漁業の発展に貢献された事が評価されたも

のです。

　また、「第59回青森県漁村青壮年女性団体活動実績

発表大会」が併せて開催され、新深浦町漁業協同組合

青年部に所属する長谷川直人さん（北金１区）が発表

し、優秀賞を受賞しました。長谷川さんは、北金ヶ沢

漁港で開催された「つがる日本海おさかな大漁まつ

り」の漁業者代表として、まつりの内容を発表。青森

県日本海の10漁協が連携して開催し全国でも類を見な

い大規模なまつりで、広域な連携での取り組みが大き

く評価されました。受賞した長谷川さんは、今後全国

大会への出場が決定しました。

水産賞を受賞した西﨑さん（右）と吉田会長

　町と全国健康保険協会青森県支部(支部長工藤達也)は、
健康づくり事業について相互に連携・協力し、町民の
健康度向上や健康意識の醸成を目的とした連携協定を
締結しました。
　この協定では、健康づくりに関する広報や特定健診
や医療費等のデータの共有など５項目に連携して取り
組むことを盛り込んでいます。協定書に押印した吉田
町長は「働き盛り世代の健康づくりや各種検診の普及
が期待でき、暗視して暮らせる町づくりを目指してい
きたい」と話しました。
　協定を締結するのは県内５例目、町村では初めてで
あり、各種データを共有し健康づくりを推進すること
としています。

署名する吉田町長と工藤支部長

優秀賞を受賞した長谷川さん（右）とまつり実行委員会福田会長

今年も「猪豚」がやってきた！ 20
１／

盛り上がる深浦町水産業界 24
１／

全国健康保険協会青森県
支部と連携協定を締結

20
１／

　町内で３名の方が100歳の誕生日を迎え、町から顕
彰状と祝い金、花束が贈られました。

１月10日　脇川りささん（北金３区）

　脇川さんは1918（大正７）年、深浦町生まれ。

現在は、有料老人ホームあっとホームあい（鯵ヶ沢

町）に入所し、施設で行われるボーリングを楽しみに

しているそうです。長寿の秘訣を聞くとよく歩くこと

と話していました。

　同施設で行われた贈呈式では、好きな曲だという

「上を向いて歩こう」を歌い喜びを表していました。

１月22日　増田チヤさん（岩崎上）

　増田さんは1918年（大正７）年、秋田県旧八森町

（現八峰町）生まれ。1941年に夫作三さんと結婚し子

ども４人、孫４人、ひ孫５人に恵まれました。

　長寿の秘訣を聞くと「散歩すること」と答え、現在

も週に１回行われる生きがい活動に参加し体を動かし

ているそうです。

　自宅で行われた贈呈式では、家族や知人に囲まれ

「照れくさい」と笑みを浮かべていました。

１月30日　岩谷キセさん（柳田）

　岩谷さんは1918年（大正７）年、旧森田村（現つが

る市）生まれ。1939年に夫谷三郎さんと結婚し子ども

４人、孫８人、ひ孫９人に恵まれました。

　現在は、自宅で次女の榮子さん（72）と暮らしてお

り、朝食後に歌や塗り絵、ハーモニカの演奏などを毎

日の日課としていいます。榮子さんは「若いころスポ

ーツをしていたからとても体が強い。元気に生きてほ

しい」と話していました。

３名の方が100歳を迎える

脇川りささん（右）

花束を受け取る増田チヤさん

吉田町長から顕彰状を受け取る岩谷キセさん

いの ぶた
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いの ぶた
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【広福丸のうおまるちっぷす】・【テッテのとも和え味噌】
～企業組合広福丸（関）～

　本来私たちの体はバイオリズムで動いていますか

ら、血圧にしても脈にしても、睡眠や呼吸にして

も、１日の変動はどうしても存在します。これは自

然現象ですが、年齢とともにこの生理的機能が落ち

てきます。

　最近、特に高齢の方で、血圧の変動が大きい方

は、血管障害、血液の循環調節機能が障害されてい

て、心臓病とか脳卒中などを起こし易い事が注目さ

れています。

　次に、白衣高血圧の診断ですが、家庭の血圧が正

常域、診察室などで測った時に高血圧の場合、白衣

高血圧になります。この時に注意してもらいたい事

は、カフを正しい位置に、正しい向きに巻いて測定

する事、また血圧計も古い物はさけ、手首用の物も

使わないようにする事です。自宅での血圧が

135mmHg以下で診察時の血圧が140mmHg以上

である場合、白衣高血圧症と診断しますが、多くの

場合治療の必要はありません。でも白衣高血圧の方

の中には、血圧だけでなく他の因子、肥満、糖や脂

質の代謝異常を合併している人がいます。注意が必

要です。

　白衣高血圧が生じる際はいろいろな要素が入って

います。その１つに自律神経のバランスの悪さで

す。年齢を重ねる程白衣高血圧が多い事がわかって

います。一つは加齢に伴って自律神経機能が適切に

作用しなくなる問題、それと血管が年齢とともに硬

くなってくる事が関与しています。この事が白衣高

血圧を増悪させる方向に向かいます。白衣高血圧で

積極的に治療の対象になる方は、臓器障害がある方

（心電図で左室肥大が認められたり、蛋白尿が認め

られる場合）です。また家庭内血圧の評価は１週間

～10日間の平均値でみる事です。

　血圧の管理の仕方としては、基本的には長時間作

用型の薬を使う事、朝方高い方には夜に服薬しても

らう、朝夜関係無く乱れている方は朝・夕２回に分

けて服薬してもらう事です。

　血圧は生理的に朝高く夜低くなるという日内変動

がありますが、この日内変動に近づける事がとても

大切です。

　もちろん減塩は言わずもがな…ですが。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

白衣高血圧について

宮　重　希　典　先生
みやしげ内科クリニック・院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計 ふかうらのいいものふかうらのいいもの

今月号も特産品をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。
ゆうひくんが特産品の特徴を教えてくれます。

これが深浦のブランド特産品

『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。
深浦町特産品振興会事務局（観光課商工振興係）0173－74－4412

【広福丸のうおまるちっぷす】・【テッテのとも和え味噌】
～企業組合広福丸（関）～

「広福丸のうおまるちっぷす」
　青森県深浦産の小魚を丸ごと寒風干し、 プレス焼揚げを
し、揚げることでパリパリとした食感になっています。

　☆本商品のポイント☆

◎見たことありますか？お魚そのままのチップス。
◎小魚をそのまま、骨ごと！頭ごと！
◎素材の良さを生かした味付けです。
◎珍しいのでお土産にもピッタリです。

「テッテのとも和え味噌」
　加工が難しく、 わずかしかとれないテッテ（カワハギ）
の肝で肝味噌を作り、 身をあわせた商品です。
　肝のまろやかさと味噌のコクがたまりません。

◎一般的な販売方法は冷凍です。
◎解凍してご飯にのせるだけ！
　温かいご飯の熱で、 じわ～っと溶ける肝の旨み！
◎お酒のお供にもオススメ、特に冷酒との相性は抜群で
す。

◎開封後は冷蔵で１週間以内にお召しあがり下さい。

　１月15日、新たに１商品が深浦ブランド特産品「ふかうらのいいもの」と認定され、町長から認定証が交付されました。 
認定証交付式の後は別室で、企業組合広福丸 古川さんの説明を聞きながら、認定された「ひらめ南蛮味噌」の味を確かめま
した。 ほどよい辛さでご飯がすすむ一品です。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆新しく認定された特産品☆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ひらめ南蛮味噌　～企業組合広福丸～

販売者：企業組合広福丸　関字栃沢47-20　0173-82-0345
販売場所：広福丸直売所、ウェスパ椿山（コロボックル）
　　　　　※「広福丸のうおまるちっぷす」は、星野リゾート青森屋（三沢市）でも販売しております。

１袋
540円（税込）

こう ふく まる あ み そ

き ぎょう くみ あい こう ふく まる

１個　80g　864円（税込）

◎今年も新しい商品が特産品に仲間入り！

左から米谷観光課長、企業組合広福丸 古川淑子さん、吉田町長

なん ばん み そ き ぎょうくみ あい こう ふく まる

１瓶　150ｇ　648円（税込）
広福丸直売所、ウェスパ椿山（コロボックル）で販売中

　今回、認定された

「ひらめ南蛮味噌」

で、深浦町認定特産

品は、現在53品とな

りました♪

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
ご用命は 

任せて安心の 
家族葬から一般葬・社葬まで 
ご予算に応じた御葬儀を 
提案・施工いたします。 

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ 
「一般貨物自動車運送事業（霊柩）第４９７号」 
３６５日・２４時間受け付けております。 

厚生労働省認定
１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
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深
校
だ
よ
り

《１月末日現在》（　）内は前月比

男 ……

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.89㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
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〜
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届
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て
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第30回

ス
ポ
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ツ
大
会
開
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12
月
19
、
20
日
の
２
日
間
、
２
学
期
最
後
の
行
事
で

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
種
目

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
初
日
は
バ

レ
ー
ボ
ー
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を
行
い
ま
し
た
。
ル
ー
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を
10
分
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よ
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多
く
の
点
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取
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と
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、
逆
転
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漂
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中
で
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ま
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の
木
村
先
生

が
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
同
点
の
た
め
３
分
間

の
延
長
戦
を
行
い
ま
し
た
が
決
着
が
付
か
ず
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
対
決
と
な
り
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
で
も
サ
ド

ン
デ
ス
ま
で
及
び
２
年
次
が
勝
利
し

ま
し
た
。

　
男
子
の
決
勝
は
、
１
年
次
対
２
年

次
の
対
決
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら

の
チ
ー
ム
が
勝
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
試
合
で
し
た
が
、
シ
ュ
ー
ト
が
よ

く
決
ま
っ
た
２
年
次
の
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。
女
子
の
上
位
の
試
合
は
、

中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
だ
っ
た
生
徒
を
中
心

に
試
合
が
進
み
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
勝
る
３
年

次
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ど
の
試
合
に
お
い
て
も
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の
チ
ー
ム
に

声
援
を
送
り
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
も
素
晴
ら
し
い
プ
レ

ー
に
ク
ラ
ス
関
係
な
く
拍
手
を
送
る
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精
神

あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

百
人
一
首
大
会

　

１
月
16
日
に
、
毎
年
恒
例
の
百
人
一
首
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
古
典
の
時
間
に
基
本
を
学
び
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
女
子
生
徒
の
中
に
は
、
休
み
時
間
や
放
課
後
を

利
用
し
て
自
主
練
習
に
精
を
出
す
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　
初
級
と
上
級
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
予
選
リ
ー
グ
が
行
わ

れ
、
２
年
次
と
３
年
次
が
上
級
に
入
り
、
１
年
次
で
上
級

に
入
っ
た
の
は
１
グ
ル
ー
プ
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
初
級
の
決
勝
は
、
１
年
次
同
士
の

対
決
と
な
り
ま
し
た
。
決
勝
進
出
チ

ー
ム
に
は
、
国
語
の
先
生
が
メ
ン
バ

ー
と
し
て
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
百

人
一
首
を
得
意
と
す
る
生
徒
が
集
ま

っ
た
チ
ー
ム
が
勝
利
し
ま
し
た
。
上
級
の
決
勝
は
２
年
次

同
士
の
対
決
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
１
年
次
な
が
ら
優

勝
を
果
た
し
た
メ
ン
バ
ー
が
い
る
チ
ー
ム
が
予
想
通
り
決

勝
に
進
み
圧
勝
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
の
好

試
合
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
昨
年
優
勝
し
た
メ
ン
バ
ー

が
入
っ
た
チ
ー
ム
が
Ｖ
２
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
自
分
の
好
き
な
句
の
札
を
取
る
た
め
に
気
合

を
入
れ
る
生
徒
や
、
有
名
で
人
気
の
あ
る
札
に
狙
い
を
定

め
て
取
る
生
徒
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
百
人
一
首

を
楽
し
む
と
と
も
に
、
い
に
し
え
の
歌
人
の
心
の
動
き
を

感
じ
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
２
・
３
月
の
行
事
予
定
】

２
月
13
日
㈫
〜
16
日
㈮　
　

１
・
２
年
次
３
学
期
期
末
考
査

２
月
20
日
㈫　
　
弘
前
大
学
和
古
書
特
別
出
張
講
座

３
月
２
日
㈮　
　
卒
業
式
予
行
・
表
彰
式
・
同
窓
会
入
会
式

３
月
３
日
㈯　
　
卒
業
式

３
月
８
日
㈭　
　
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

変
り
な
き
日
々
な
れ
ど
又
日
記
買
う
　
　
　
　
　
　
砂
子
田
　
ツ
　
ヱ

ふ
る
さ
と
は
遠
し
吹
雪
け
ば
な
ほ
遠
し
　
　
　
　
　
田
　
口
　
ゆ
　
き

人
日
や
こ
ゑ
張
り
は
り
と
客
来
た
る
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
こ
う
女

お
ん
こ
の
木
我
が
真
ん
前
に
淑
気
満
つ
　
　
　
　
　
山
　
本
　
志
　
恵

箱
根
路
を
た
す
き
で
運
ぶ
明
け
の
春
　
　
　
　
　
　
七
　
戸
　
た
か
女

数
夛
あ
る
空
家
加
え
て
年
新
た
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

夜
を
余
す
熊
の
如
く
に
眠
り
た
し
　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ト

ン
カ
ツ
は
食
べ
や
す
い
柔
ら
か
さ
で

ぜ
ひ
ご
飯
と
一
緒
に
食
べ
た
い
一
品

で
し
た
。

　
ア
オ
ー
ネ
白
神
十
二
湖
の
物
産
館

で
販
売
し
て
い
る
猪
豚
ベ
ー
コ
ン
が

お
ス
ス
メ
だ
と
い
う
情
報
を
聞
き
つ

け
た
の
で
ぜ
ひ
食
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
イ
ノ
ブ
タ
の
鳴
き
声
っ
て
な
ん
だ

ろ
。
こ
れ
が
お
れ
の
た
ま
ラ
ン
チ
！

【
店
舗
情
報
】

深
浦
町
大
字
松
神
字
下
浜
松
14

℡　
77̶

３
３
１
１

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部
が
い

つ
も
食
べ
て
い
る
好
き
な
ラ
ン
チ
を

た
だ
た
だ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

『
猪
豚×

お
宝
魚
食

コ
ラ
ボ
フ
ェ
ア
』　　

　
今
回
の
た
ま
ラ
ン
チ
は
、
ア
オ
ー

ネ
白
神
十
二
湖
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
カ
シ

ョ
ウ
ビ
ン
で
行
わ
れ
た
「
猪
豚×

お

宝
魚
食
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ア
」
で
堪
能
し

た
猪
豚
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
参
加
と
な

っ
た
食
フ
ェ
ア
。
雄
の
イ
ノ
シ
シ
と

雌
の
ブ
タ
を
掛
け
合
わ
せ
て
生
ま
れ

る
猪
豚
は
、
甘
く
て
コ
ク
の
あ
る
脂

身
と
風
味
豊
か
な
味
わ
い
の
赤
み
が

特
徴
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ー
ス
肉
の
ロ
ー
ス
ト
や
角
煮
、

生
姜
焼
き
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
大

変
お
い
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
特
に

私
に
ド
は
ま
り
し
た
の
は
、
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
と
ト
ン
カ
ツ
で
す
。

　
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
は
も
と
も
と
好
き

で
、
上
手
く
言
い
表
せ
れ
ま
せ
ん
が

イ
ノ
ブ
タ
独
特
の
お
い
し
さ
が
と
て

俳
句

は

し
ゅ
く
き
み

あ
ま
た

あ
き
や

あ
ら

入選した広報ふかうら１２月号

ロース肉のしゃぶしゃぶ

ヒレとロース猪豚
トンカツ
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深
校
だ
よ
り

《１月末日現在》（　）内は前月比

男 ……

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.89㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
12
月
21
日
〜
１
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

　

１
月
の
前
半
は
雪
が
少
な
く
過
ご

し
や
す
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
下
旬
に
入
る
と
猛
烈
な
寒
波
に

覆
わ
れ
非
常
に
寒
い
日
が
続
き
ま
し

た
が
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
て
い
る
の
で
マ
ス
ク
が
手
離
せ

ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん
私
は
流
行
が
落
ち

着
い
た
こ
ろ
に
ひ
っ
そ
り
と
か
か
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、

組
み
写
真
の
部
で
２
年
連
続
と
な
る

入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
励

み
に
こ
れ

か
ら
も
頑

張
っ
て
い

き
た
い
と

思
い
ま
す
。

広報広報ふかうらふかうら
編 集 部 の編 集 部 の
たまらないたまらない
ラ ン チラ ン チ

第30回

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

　

12
月
19
、
20
日
の
２
日
間
、
２
学
期
最
後
の
行
事
で

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
種
目

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
初
日
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
10
分
間
で
よ

り
多
く
の
点
数
を
取
る
と
し
た
た
め
、
逆
転
ム
ー
ド
漂

う
中
で
の
時
間
切
れ
や
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
間
際
ま
で
勝
負

が
分
か
ら
な
い
試
合
も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
、
男
子
は

２
年
次
、
女
子
は
３
年
次
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
次
対
教
員
チ
ー
ム
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
か
ら
バ
レ
ー
を
し
て

い
る
教
員
は
い
な
い
の
で
、
上
手
く
レ
シ
ー
ブ
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
サ
ー
ブ
を
空
振
り
し
て
し
ま
う
先
生
が

い
ま
し
た
が
、
教
頭
先
生
の
的
確
な
指
示
や
堅
実
な
プ

レ
ー
で
教
員
チ
ー
ム
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
男
子
、
女
子

と
も
に
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
や
ト
リ
プ
ル
ス
コ
ア
な
ど
、
得

点
差
が
大
き
く
開
く
試
合
が
目
立
ち
、
０
点
に
抑
え
ら

れ
て
し
ま
う
試
合
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
試
合
で
も
、

選
手
た
ち
は
あ
き
ら
め
ず
１
回
で
も
シ
ュ
ー
ト
を
決
め

よ
う
と
必
死
で
ボ
ー
ル
に
食
ら
い
つ
く
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
午
後
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式
の
順
位
決
定
戦
が
行
わ
れ
、

力
の
差
も
縮
ま
り
面
白
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
３
年

女
子
対
２
年
女
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の
試
合
は
、
３
年
担
任
の
木
村
先
生

が
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
同
点
の
た
め
３
分
間

の
延
長
戦
を
行
い
ま
し
た
が
決
着
が
付
か
ず
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
対
決
と
な
り
ま
し
た
。
フ
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ス
ロ
ー
で
も
サ
ド

ン
デ
ス
ま
で
及
び
２
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次
が
勝
利
し
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し
た
。

　
男
子
の
決
勝
は
、
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次
対
２
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次
の
対
決
に
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ま
し
た
。
ど
ち
ら

の
チ
ー
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が
勝
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
試
合
で
し
た
が
、
シ
ュ
ー
ト
が
よ

く
決
ま
っ
た
２
年
次
の
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。
女
子
の
上
位
の
試
合
は
、

中
学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
だ
っ
た
生
徒
を
中
心

に
試
合
が
進
み
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
勝
る
３
年

次
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ど
の
試
合
に
お
い
て
も
、
自
分
の
ク
ラ
ス
の
チ
ー
ム
に

声
援
を
送
り
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
バ
レ
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ボ
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、
バ
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ケ
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ボ
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と
も
素
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ら
し
い
プ
レ
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に
ク
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関
係
な
く
拍
手
を
送
る
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精
神

あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

百
人
一
首
大
会

　

１
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16
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に
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毎
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例
の
百
人
一
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会
が
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れ
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し
た
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の
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生
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の
中
に
は
、
休
み
時
間
や
放
課
後
を

利
用
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自
主
練
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に
精
を
出
す
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　
初
級
と
上
級
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
予
選
リ
ー
グ
が
行
わ

れ
、
２
年
次
と
３
年
次
が
上
級
に
入
り
、
１
年
次
で
上
級

に
入
っ
た
の
は
１
グ
ル
ー
プ
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
初
級
の
決
勝
は
、
１
年
次
同
士
の

対
決
と
な
り
ま
し
た
。
決
勝
進
出
チ
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ム
に
は
、
国
語
の
先
生
が
メ
ン
バ
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と
し
て
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
百

人
一
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を
得
意
と
す
る
生
徒
が
集
ま

っ
た
チ
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ム
が
勝
利
し
ま
し
た
。
上
級
の
決
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は
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次

同
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の
対
決
と
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ま
し
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。
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年
、
１
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次
な
が
ら
優

勝
を
果
た
し
た
メ
ン
バ
ー
が
い
る
チ
ー
ム
が
予
想
通
り
決

勝
に
進
み
圧
勝
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
の
好

試
合
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
昨
年
優
勝
し
た
メ
ン
バ
ー

が
入
っ
た
チ
ー
ム
が
Ｖ
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を
達
成
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
自
分
の
好
き
な
句
の
札
を
取
る
た
め
に
気
合

を
入
れ
る
生
徒
や
、
有
名
で
人
気
の
あ
る
札
に
狙
い
を
定

め
て
取
る
生
徒
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
百
人
一
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を
楽
し
む
と
と
も
に
、
い
に
し
え
の
歌
人
の
心
の
動
き
を

感
じ
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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２
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８
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又
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加
え
て
年
新
た
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

夜
を
余
す
熊
の
如
く
に
眠
り
た
し
　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ト

ン
カ
ツ
は
食
べ
や
す
い
柔
ら
か
さ
で

ぜ
ひ
ご
飯
と
一
緒
に
食
べ
た
い
一
品

で
し
た
。

　
ア
オ
ー
ネ
白
神
十
二
湖
の
物
産
館

で
販
売
し
て
い
る
猪
豚
ベ
ー
コ
ン
が

お
ス
ス
メ
だ
と
い
う
情
報
を
聞
き
つ

け
た
の
で
ぜ
ひ
食
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
イ
ノ
ブ
タ
の
鳴
き
声
っ
て
な
ん
だ

ろ
。
こ
れ
が
お
れ
の
た
ま
ラ
ン
チ
！

【
店
舗
情
報
】

深
浦
町
大
字
松
神
字
下
浜
松
14

℡　
77̶

３
３
１
１

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部
が
い

つ
も
食
べ
て
い
る
好
き
な
ラ
ン
チ
を

た
だ
た
だ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

『
猪
豚×

お
宝
魚
食

コ
ラ
ボ
フ
ェ
ア
』　　

　
今
回
の
た
ま
ラ
ン
チ
は
、
ア
オ
ー

ネ
白
神
十
二
湖
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
カ
シ

ョ
ウ
ビ
ン
で
行
わ
れ
た
「
猪
豚×

お

宝
魚
食
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ア
」
で
堪
能
し

た
猪
豚
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
参
加
と
な

っ
た
食
フ
ェ
ア
。
雄
の
イ
ノ
シ
シ
と

雌
の
ブ
タ
を
掛
け
合
わ
せ
て
生
ま
れ

る
猪
豚
は
、
甘
く
て
コ
ク
の
あ
る
脂

身
と
風
味
豊
か
な
味
わ
い
の
赤
み
が

特
徴
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ー
ス
肉
の
ロ
ー
ス
ト
や
角
煮
、

生
姜
焼
き
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
大

変
お
い
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
特
に

私
に
ド
は
ま
り
し
た
の
は
、
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
と
ト
ン
カ
ツ
で
す
。

　
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
は
も
と
も
と
好
き

で
、
上
手
く
言
い
表
せ
れ
ま
せ
ん
が

イ
ノ
ブ
タ
独
特
の
お
い
し
さ
が
と
て

俳
句

は

し
ゅ
く
き
み

あ
ま
た

あ
き
や

あ
ら

入選した広報ふかうら１２月号

ロース肉のしゃぶしゃぶ

ヒレとロース猪豚
トンカツ
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このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

２月号
No.155

（左から）

　おさない　こ と なさん（６さい）
　た ま だ　ゆ づ きさん（６さい）
　た む ら　ゆ　　うくん（６さい）
　す ず き　あ い るさん（６さい）
　かなざわ　ま　　なさん（６さい）

みよし保育園のなかよしたち

「心の鬼をやっつけよう」
2018
No.155２月号

千畳敷　氷のカーテン
　ＪＲ千畳敷駅近くの岩肌に、青白く輝く氷

のカーテンが出来上がりました。訪れた観光

客らはその氷の大きさに圧倒されていました。

〇
沖
縄
県
那
覇
市 

宮
良　
　

郁
　様

〇
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

ノ　

ビ　

ィ
　様

〇
東
京
都
江
戸
川
区 

ｋ
ｕ
ｒ
ａ
　様

〇
宮
城
県
登
米
市 

渡
邊　

誠
悦
　様

〇
神
奈
川
県
横
浜
市 

タ
カ
ハ
シ
　様

〇
東
京
都
港
区 

ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
ｇ
ｉ
　様

〇
神
奈
川
県
川
崎
市 

島
元　
　

宏
　様

〇
東
京
都
中
野
区 

福
田　

義
明
　様

〇
東
京
都
足
立
区 

小
田
桐
秀
城
　様

〇
東
京
都
北
区 

杉
田　
　

実
　様

〇
東
京
都
豊
島
区 

浅
川　

秀
樹
　様

〇
神
奈
川
県
川
崎
市 

上
條　
　

晃
　様

〇
東
京
都
目
黒
区 

荒
木　

弘
志
　様

〇
東
京
都
文
京
区 

宇
田　

雅
子
　様

〇
東
京
都
中
野
区 

野
守　

美
子
　様

〇
東
京
都
目
黒
区 

菅
野　

陽
子
　様

〇
岩
手
県
盛
岡
市 

朝
倉　

章
子
　様

〇
千
葉
県
船
橋
市 

浜
谷　
　

武
　様

〇
東
京
都
葛
飾
区 

山
田　

清
文
　様

〇
兵
庫
県
西
宮
市 

福
沢　

常
夫
　様

〇
栃
木
県
宇
都
宮
市 

小
池　

俊
光
　様

〇
茨
城
県
水
戸
市 

田
辺　

智
之
　様

〇
千
葉
県
船
橋
市 

塩
谷　

貴
治
　様

　
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
寄
附
者
の
紹
介
＊

　
　
　
　
　
　
（
１
月
19
日
ま
で
入
金
分
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附

を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
愛
知
県
豊
田
市 

吉
田　

博
樹
　様

〇
東
京
都
葛
飾
区 

兼
平　

彰
徳
　様

〇
青
森
県
弘
前
市 

奈
良　
　

譲
　様

〇
佐
賀
県
佐
賀
市 

岡　
　

正
幸
　様

〇
埼
玉
県
越
谷
市 

の　
　
　

ん
　様

〇
静
岡
県
浜
松
市 

野
呂　

裕
己
　様

〇
東
京
都
板
橋
区 

村
上　

伸
一
　様

こんなに

元気です！

（　　　）
兼平　里空ちゃん
　父　弘　昭さん　　　　
　母　美　里さん　田野沢

り あ

★このコーナーでは、１歳を迎えた
　チビッコ達をご紹介します★
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